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(57)【要約】
【課題】データを高速に受信するとともに、当該データ
を効率よく記憶部に書き込む
【解決手段】本発明の一態様としてのデータ受信装置は
、ネットワークを介して第１データおよび第２データを
受信する通信部と、データの読み書きが行われる第１記
憶部と、一定のブロックサイズを単位としてデータの読
み書きが行われる第２記憶部と、プロセッサと、を備え
る。前記プロセッサは、第１バッファおよび第２バッフ
ァを第１記憶部に設定する。前記第１データのサイズか
ら前記第１バッファの前記空き領域のサイズを減じた値
を前記第１バッファのサイズで除算したときの剰余のサ
イズ分の末尾データを第２バッファに書き込み、前記剰
余のサイズ分のデータに連続するように第２バッファへ
前記第２データを書き込む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して第１データおよび第２データを受信する通信部と、
　データの読み書きが行われる第１記憶部と、
　一定のブロックサイズを単位としてデータの読み書きが行われる第２記憶部と、
　プロセッサと、を備え、
　前記プロセッサは、前記第１記憶部に前記ブロックサイズの整数倍のサイズを有するバ
ッファを設定する手段と、前記通信部で受信される前記第１データのサイズを特定する手
段とを有し、
　前記通信部で受信された第１データを前記第１記憶部に予め設定した第１バッファの空
き領域に書き込み、
　前記第１記憶部に第２バッファを設定し、前記第１データのサイズから前記第１バッフ
ァにおける前記第１データの書き込み開始前の前記空き領域のサイズを減じた値を前記第
１バッファのサイズで除算したときの剰余のサイズ分の領域を、前記第２バッファに確保
し、
　前記第１バッファへの前記第１データの書き込みの途中で前記第１バッファ内のデータ
量が第１の所定値に達すると、前記第１バッファ内のデータを前記第２記憶部に書き出し
、前記第１バッファを解放し、
　前記第１データの末尾の前記剰余のサイズ分のデータを、前記第２バッファの前記確保
した領域に書き込み、前記第２バッファにおける前記確保した領域から連続するアドレス
の領域に前記第２データを書き込み、前記第２データの書き込みの途中で前記第２バッフ
ァ内のデータ量が第２の所定値に達すると、前記第２バッファ内のデータを前記第２記憶
部に書き出す
　データ受信装置。
【請求項２】
　前記第１の所定値は、前記第１バッファのサイズに一致し、前記第２の所定値は、前記
第２バッファのサイズに一致する
　請求項１に記載のデータ受信装置。
【請求項３】
　前記第１記憶部のデータの読み書き速度は、前記第２記憶部のデータの読み書き速度よ
りも高速である
　請求項１または２に記載のデータ受信装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、前記第１データのサイズから前記第１バッファの前記空き領域のサ
イズを減じた値を前記第１バッファのサイズで除算したときの商が０より大きいときに前
記第２記憶部に前記第２バッファを設定し、前記商が０のときには、前記第２バッファの
設定を行わず、
　前記第２バッファの設定を行わない場合、前記第２データを、前記第１バッファにおい
て前記第１データの末尾が格納されるアドレスから連続するアドレスの領域に書き込む
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載のデータ受信装置。
【請求項５】
　前記第１バッファの前記空き領域より前のアドレスの領域は、前記第１データよりも前
に受信されたデータが格納された領域、または前記第１データよりも前に受信されたデー
タを格納するために確保された領域である
　請求項１ないし４のいずれか一項に記載のデータ受信装置。
【請求項６】
　前記第１バッファは、第１記憶部に予め複数設定した空き領域の中で最大の空き領域で
あり、前記第１データを前記第１バッファの先頭から書き込む
　請求項１ないし４のいずれか一項に記載のデータ受信装置。
【請求項７】
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　前記第２データの書き込みが完了した場合において、前記第１データおよび第２データ
以外に受信する他のデータが存在しない場合は、前記第２バッファ内のデータ量が前記第
２の所定値に達していなくても、前記第２バッファ内のデータを前記第２記憶部に書き出
す
　請求項１ないし６のいずれか一項に記載のデータ受信装置。
【請求項８】
　前記通信部は、前記第１取得要求を第１装置に送信し、前記第１取得要求とは異なる第
２取得要求を前記第１装置または前記第１装置と異なる第２装置に送信し、
　前記第１データは、第１取得要求に応じて前記第１装置から送信されるデータであり、
前記第２データは、前記第２取得要求に応じて前記第２装置から送信されるデータである
　請求項１なしい７のいずれか一項に記載のデータ受信装置。
【請求項９】
　前記第１取得要求および前記第２取得要求は、ＨＴＴＰに従って送信され、
　前記プロセッサは、前記第１データのサイズを、前記第１データに含まれるＨＴＴＰヘ
ッダのＣｏｎｔｅｎｔ－Ｌｅｎｇｔｈヘッダから特定する
　請求項８に記載のデータ受信装置。
【請求項１０】
　前記第１取得要求に応じて、１つまたは複数の第１応答パケットを順次受信し、前記第
１データは、前記１つまたは複数の第１応答パケットのペイロード部分に分割して含まれ
ており、
　前記第２取得要求に応じて、１つまたは複数の第２応答パケットを順次受信し、前記第
２データは、前記１つまたは複数の第２応答パケットのペイロード部分に分割して含まれ
ている
　請求項９に記載のデータ受信装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記第１応答パケットの先頭の応答パケットに含まれるデータから
ＨＴＴＰヘッダのＣｏｎｔｅｎｔ－Ｌｅｎｇｔｈヘッダを抽出する
　請求項１０に記載のデータ受信装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記第１データを解析することにより前記第２取得要求を生成する
　請求項９ないし１１のいずれか一項に記載のデータ受信装置。
【請求項１３】
　前記第２取得要求は、前記第１データ内で参照されているリンク先からデータを取得す
ることの要求である
　請求項１２に記載のデータ受信装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、外部プロセッサから前記第１取得要求を取得し、前記第１取得要求
を、前記通信部を介して送信し、
　前記データ受信装置は、前記第１データおよび第２データが前記ストレージに保存され
た後、または前記第１データおよび第２データを前記外部のプロセッサに出力した後、低
消費電力状態に移行する
　請求項８ないし１３のいずれか一項に記載のデータ受信装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記第１データおよび前記第２データを前記ストレージに保存した
後、前記外部プロセッサに前記第１取得要求に対する完了通知を送信する
　請求項１４に記載のデータ受信装置。
【請求項１６】
　前記第２記憶部に書き込まれた前記第１データおよび前記第２データは、同じ１つファ
イルで管理される
　請求項１ないし１５のいずれか一項に記載のデータ受信装置。
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【請求項１７】
　ネットワークを介して第１データを受信するステップと、
　前記第１データのサイズを特定するステップと、
　前記ネットワークを介して第２データを受信するステップと、
　前記受信された第１データを第１記憶部に予め設定した、前記ブロックサイズの整数倍
のサイズを有する第１バッファの空き領域に書き込むステップと、
　一定のブロックサイズを単位としてデータの読み書きが行われる第２記憶部に第２バッ
ファを設定するステップと、
　前記第１データのサイズから前記第１バッファにおける前記第１データの書き込み開始
前の前記空き領域のサイズを減じた値を前記第１バッファのサイズで除算したときの剰余
のサイズ分の領域を、前記第２バッファに確保するステップと、
　前記第１バッファへの前記第１データの書き込みの途中で前記第１バッファ内のデータ
量が第１の所定値に達すると、前記第１バッファ内のデータを前記第２記憶部に書き出し
、前記第１バッファを解放するステップと、
　前記第１データの末尾の前記剰余のサイズ分のデータを、前記第２バッファの前記確保
した領域に書き込み、前記第２バッファにおける前記確保した領域から連続するアドレス
の領域に前記第２データを書き込み、前記第２データの書き込みの途中で前記第２バッフ
ァ内のデータ量が第２の所定値に達すると、前記第２バッファ内のデータを前記第２記憶
部に書き出すステップと
　を備えたデータ受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、データ受信装置およびデータ受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術の発達により、通信インタフェースの伝送レートが向上している。しかし、通
信路の不安定さは改善しておらず、エンド・ツー・エンドの安定した通信の実現には、到
達確認および再送などの処理が、必要不可欠である。また、無線通信のように、帯域と遅
延がともに大きい通信路が、常時使用されるようになりつつある。このような通信路では
、送信側機器が受信側機器から到達確認を受け取るまでの間に、受信側機器に対し多くの
データをネットワーク上に送信することで、エンド・ツー・エンドの通信速度を向上させ
ている。
【０００３】
　しかしながら、ネットワーク上に多くのデータを送信するためには、それを受信する機
器も、多くのデータを高速で処理できる能力を備えなければならない。そのためには通信
処理の高速化だけでなく、データ処理の高速化、およびバッファやストレージの高速化が
必要である。
【０００４】
　バッファやストレージの高速化としては、例えば、新たに書き込むデータが、すでにバ
ッファリング済みのデータに連続するデータか否かを判定し、バッファリング済みのデー
タに連続するデータであれば、連続領域へと追記し、そうでなければバッファを、フラッ
シュしてから、当該データを書き込む方法が知られている。また、ＨＴＴＰコネクション
を使ってデータを受信する際に、任意長のバッファを動的に確保し、そこにデータを一時
保存して、印刷処理と受信処理を並列化する、高速化プリンタが知られている。
【０００５】
　しかしながら、これらの先行技術では、複数の接続を用いて、データを並列にダウンロ
ードする場合に、性能が出ない可能性があるうえ、多くのメモリ容量を消費してしまうと
いう問題がある。例えば、接続１と接続２という２つの接続を用いて、データを同時に取
得する場合を考える。１番目に説明した先行技術では、２つの異なるデータを、互い違い



(5) JP 2016-63421 A 2016.4.25

10

20

30

40

50

に受信すると、毎回バッファのフラッシュが発生して、効率が非常に悪くなってしまう。
一方、２番目に説明した先行技術では、状況によっては大きなサイズのバッファも必要に
なり、搭載するメモリ容量が少ない装置での利用に問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－５９２１９号公報
【特許文献２】特開２００６－１８４１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の実施形態は、データを高速に受信するとともに、当該データを効率よく記憶部
に書き込むことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様としてのデータ受信装置は、ネットワークを介して第１データおよび第
２データを受信する通信部と、データの読み書きが行われる第１記憶部と、一定のブロッ
クサイズを単位としてデータの読み書きが行われる第２記憶部と、プロセッサと、を備え
る。
【０００９】
　前記プロセッサは、前記第１記憶部に前記ブロックサイズの整数倍のサイズを有するバ
ッファを設定する手段と、前記通信部で受信される前記第１データのサイズを特定する手
段とを有する。
【００１０】
　前記プロセッサは、前記通信部で受信された第１データを前記第１記憶部に予め設定し
た第１バッファの空き領域に書き込む。
【００１１】
　前記プロセッサは、前記第１記憶部に第２バッファを設定し、前記第１データのサイズ
から前記第１バッファにおける前記第１データの書き込みの開始前の前記空き領域のサイ
ズを減じた値を前記第１バッファのサイズで除算したときの剰余のサイズ分の領域を、前
記第２バッファに確保する。
【００１２】
　前記プロセッサは、前記第１バッファへの前記第１データの書き込みの途中で前記第１
バッファ内のデータ量が第１の所定値に達すると、前記第１バッファ内のデータを前記第
２記憶部に書き出し、前記第１バッファを解放する。
【００１３】
　前記プロセッサは、前記第１データの末尾の前記剰余のサイズ分のデータを、前記第２
バッファの前記確保した領域に書き込み、前記第２バッファにおける前記確保した領域か
ら連続するアドレスの領域に前記第２データを書き込み、前記第２データの書き込みの途
中で前記第２バッファ内のデータ量が第２の所定値に達すると、前記第２バッファ内のデ
ータを前記第２記憶部に書き出す。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第１の実施形態に係るデータ受信装置の機能ブロック図。
【図２】データ受信装置を備えた通信ネットワークシステムの模式図。
【図３】データ受信装置が、サーバ装置からウェブページを取得する処理のシーケンスを
示す図。
【図４Ａ】バッファにデータを格納する処理の説明図。
【図４Ｂ】バッファにデータを格納する処理の説明図。
【図４Ｃ】バッファにデータを格納する処理の説明図。
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【図４Ｄ】バッファにデータを格納する処理の説明図。
【図４Ｅ】バッファにデータを格納する処理の説明図。
【図４Ｆ】バッファにデータを格納する処理の説明図。
【図４Ｇ】バッファにデータを格納する処理の説明図。
【図５】バッファ管理情報の例を示す図。
【図６】応答１および応答２の受信処理が完了したときのストレージの書き込み状態を示
す図。
【図７】図１のデータ受信装置による処理の基本的な流れを示すフローチャート。
【図８】図７のフローチャートにおけるいくつかのステップの詳細なフローチャート。
【図９】第２の実施形態に係るモジュールとメインプロセッサとを備えたデータ受信装置
のブロック図。
【図１０】第２の実施形態に係る動作のシーケンス図。
【図１１】第３の実施形態に係る他の動作のシーケンス図。
【図１２】第４の実施形態に係るバッファ管理情報の例を示す図。
【図１３】第４の実施形態に係るストレージ管理情報の例を示す図。
【図１４】第４の実施形態に係る動作のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態について説明する。以下で示す各実施形
態は一例であり、本発明は、必ずしもこれらと同一の形態で実施される必要はない。
【００１６】
＜第１の実施形態＞　
　図１に、第１の実施形態に係るデータ受信装置１００の機能ブロック図を示す。データ
受信装置１００は、プロセッサ１０１、メモリ１０２、ストレージ１０３、通信インタフ
ェース１０４を備えている。プロセッサ１０１、メモリ１０２、ストレージ１０３、通信
インタフェース１０４は、バスを介して接続されている。
【００１７】
　プロセッサ１０１は、アプリケーションプログラムおよびＯＳなどのプログラムを実行
する。プロセッサ１０１は、本データ受信装置の動作を司る。
【００１８】
　通信インタフェース１０４は、ネットワーク（後述する図２参照）に接続され、ネット
ワーク上の他の装置と通信を行う。通信インタフェース１０４に接続されるネットワーク
として、ＩＥＥＥ８０２．３などの規格に従った有線ＬＡＮや、ＩＥＥＥ８０２．１１な
どの規格に従った無線ＬＡＮなどがある。通信インタフェースは、これらの例のネットワ
ークに接続されるインタフェースに限定されず、１：１で接続するタイプの通信インタフ
ェースでもよい。または、１：多で接続するタイプの通信インタフェースでもよい。通信
インタフェース１０４は、電気的もしくは光学的な方法で、ネットワークに接続可能なも
のであれば、任意のインタフェースでよい。例えば、通信インタフェース１０４は、ｘＤ
ＳＬ、ＷｉＭＡＸ、ＬＴＥ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、赤外線、可視光通信などに対応したも
のでもよい。
【００１９】
　メモリ１０２は、プロセッサ１０１で実行されるプログラムや、プログラムが使用する
データ（一時データも含む）を格納する記憶部（第１記憶部）である。メモリ１０２は、
キャッシュやバッファとしても使用される。例えば、メモリ１０２は、プロセッサ１０１
がストレージ１０３との間でデータの読み出しや書き込みを行ったり、通信インタフェー
ス１０４を介して、他の装置との間でデータを交換したりするときに、キャッシュやバッ
ファとして用いられる。メモリ１０２は、例えばＳＲＡＭやＤＲＡＭのような揮発性メモ
リでもよいし、ＭＲＡＭのような不揮発性メモリでもよい。
【００２０】
　ストレージ１０３は、プロセッサ１０１で動作するプログラムやデータを永続的に保存
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する記憶部（第２記憶部）である。ストレージ１０３は、メモリ１０２に格納しきれない
情報を一時的に退避させたり、一時データを保存する場合にも使用される。ストレージ１
０３は、データを永続的に保存できる限り、どのような装置でもよく、一例として、ＮＡ
ＮＤ型フラッシュメモリや、ハードディスク、ＳＳＤがある。本実施形態では、ＮＡＮＤ
型フラッシュメモリを想定する。ストレージ１０３のＩ／Ｏ処理は、メモリ１０２よりも
低速である。つまり、ストレージ１０３のデータ読み書きの速度は、メモリ１０２よりも
低速である。ＮＡＮＤ型フラッシュメモリでは、固定長のブロックを単位としてＩ／Ｏ処
理が行われ、ブロック長の整数倍のデータを読み書きすることが効率的である。
【００２１】
　図２は、データ受信装置１００を備えた通信ネットワークシステムの模式図である。デ
ータ受信装置１００は、インターネット等のネットワーク２００を介して、サーバ装置２
０１に接続されている。データ受信装置１００は、サーバ装置２００と通信することによ
り、例えばウェブページのようなデータを取得する。ウェブページは、例えば動画データ
や音声データ、画像データなど多様なデータを一般的に含む。以下では、ウェブページを
取得する場合を、例に説明する。
【００２２】
　図３は、データ受信装置１００が、サーバ装置２０１からウェブページを取得する処理
のシーケンスを示したものである。本シーケンスは、プロセッサ１０１で動作するプログ
ラムが、ウェブページの取得要求を発生させることで開始する（Ｓ１０１）。ここではウ
ェブページに含まれる情報を、２つのＴＣＰ接続を使って、並行して取得すると仮定する
。
【００２３】
　プロセッサ１０１は、２つのＴＣＰ接続を使って、取得要求１と取得要求２の送信指示
をそれぞれ、例えばこの順で連続して通信インタフェース１０４に送る（Ｓ１０２、Ｓ１
０３）。通信インタフェース１０４は、当該送信指示に従って、取得要求１と取得要求２
をサーバ装置２０１に送信する（Ｓ１０４、Ｓ１０５）。取得要求１と取得要求２はそれ
ぞれ別々のオブジェクトに対する取得要求であってもよいし、同一オブジェクトに対する
別々のデータレンジの要求であってもよい。例えば、オブジェクト内のデータ範囲を指定
できるHTTP Rangeフィールド等を使用してファイルの前半を取得要求１で要求し、ファイ
ルの後半を取得要求２で要求してもよい。
【００２４】
　通信インタフェース１０４は、サーバ装置２０１から送信される応答パケット１－１お
よび応答パケット２－１を受信する（Ｓ１０６、Ｓ１０７）。応答パケット１－１は取得
要求１に対する応答パケット、応答パケット２－１は取得要求２に対する応答パケットで
ある。
【００２５】
　ここで、サーバ装置２０１から送信されるデータは、１つの応答パケットに格納されて
いるとは限らず、複数に分割されて、別々の応答パケットで送信される場合もある。例え
ば１つのパケットが１５００バイトのサイズを格納可能である場合、１つのパケットには
格納できないサイズの画像データは、複数に分割され、それぞれ異なる応答パケットに含
められる。この場合、取得要求１に対する１番目の応答パケット１－１に続いて，２番目
の応答パケット１－２、３番目の応答パケット１－３、Ｘ番目の応答パケット１－Ｘとい
うように、複数の応答パケットを受信する。取得要求２についても同様に、１番目の応答
パケット２－１に続いて、２番目の応答パケット２－２、３番目の応答パケット２－３、
Ｙ番目の応答２－Ｙというように、複数の応答パケットを受信する。
【００２６】
　以下、応答パケット１－１～応答パケット１－Ｘの集合を、応答１と表記し、応答パケ
ット２－１～応答２－Ｙの集合を応答２と表記することがある。
【００２７】
　通信インタフェース１０４が、応答パケット１－１、２－１を受信すると、その応答パ
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ケット１－１、２－１は、いったんメモリ１０２に格納される（Ｓ１０８、Ｓ１０９）。
その後、通信インタフェース１０４からプロセッサ１０１に、応答パケット１－１、２－
１のそれぞれについて、受信通知の割り込みが発行される（Ｓ１１０）。
【００２８】
　プロセッサ１０１は受信通知を検出すると、受信処理（Ｓ１１１）を開始する。プロセ
ッサ１０１は、受信処理において、メモリ１０２を参照しながら、応答パケット１－１、
２－１内のペイロード部からデータを取り出し、取り出したデータを、メモリ１０２上に
確保したバッファに蓄積していく（Ｓ１１２）。メモリ１０２内のバッファへのデータの
書き込みには、後述する本実施形態の方式を使用する（バッファには応答１に属するデー
タの末尾と応答２に属するデータの先頭が連続して書き込まれ得る）。なお、メモリ１０
２に確保されるバッファは１つとは限らない。後述するように、本実施形態の例では、３
つのバッファが確保される。
【００２９】
　ここで、通信インタフェース１０４からメモリ１０２に応答パケット１－１、２－１を
保存する処理（図３のＳ１０８、Ｓ１０９の処理）の際に使用するメモリ１０２の領域と
、受信処理（Ｓ１１１）とデータ保存（Ｓ１１２）の過程でデータを蓄積するバッファの
領域とは、異なるとする。
【００３０】
　ステップＳ１１２でメモリ１０２上のバッファに書き込んだデータ量が、所定の閾値（
所定値）に達したかを判断する（Ｓ１１３）。所定の閾値（所定値）は、バッファのサイ
ズに一致する。所定の閾値に達した場合には、メモリ１０２上のバッファに蓄積されたデ
ータをすべて読み出して、ストレージ１０３に書き込む（Ｓ１１４）。所定の閾値に達し
ないが、最後の応答に属する最後のパケットの受信が完了した場合や、メモリ１０２上の
バッファ領域が不足した場合や、データの受信が途中で中断された場合も、同様に、バッ
ファに蓄積されたデータをすべて読み出して、ストレージ１０３に書き込む。バッファが
、ストレージ１０３の読み書きの単位であるブロック長（例えば５１２バイト）の整数倍
であり、ブロック長の整数倍で書き込みが行われるため、効率的なストレージへの書き込
みが行うことができる。データ読み出しが完了したバッファは、いったん解放された後、
応答１または応答２に属する後続のデータを書き込むために再利用される。
【００３１】
　ステップＳ１０６～Ｓ１１４は、応答１（応答パケット１－１～応答パケット１－Ｘ）
と応答２（応答パケット２－１～応答パケット２－Ｙ）の受信が完了するまで繰り返す。
上述したように、ステップＳ１１２で、後述する本実施形態の方式を使用してメモリ１０
２上のバッファへデータ書き込みを行うことで、ストレージ１０３に、応答１に属するデ
ータの末尾と応答２に属するデータの先頭を連続したアドレスに書き込むことができる。
すなわち、ストレージ１０３のあるブロック内では、応答１に属するデータの末尾がブロ
ックの境界に一致しない限り、応答１に属するデータの末尾と、応答２に属するデータの
先頭とが連続することになる。
【００３２】
　以上が、データ受信装置１００の基本的な動作である。ここでは、２つのＴＣＰ接続を
使って、ウェブページを取得する方法を述べたが、より多くの接続を使って取得するよう
にしてもよい。また、図３では、２つのＴＣＰ接続を使い、各接続で１つの取得要求を送
信して、それぞれ応答を受信しているように図示しているが、この対応関係も変化しうる
。例えば、１つのＴＣＰ接続を使って、複数の取得要求を送信し、複数の応答を受信する
ようにしてもよい。このような動作は、ＨＴＴＰの仕様に従って実行すればよいため、こ
こでは詳細に述べない。
【００３３】
　以下、ステップＳ１１２の動作の詳細として、メモリ１０２上に確保したバッファに、
データを格納していく処理について述べる。
【００３４】
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　図４Ａは、メモリ１０２に確保された１つのバッファＢ（１）を模式的に示している。
図の左から右、上から下に向かうに従って、アドレスが増加するものとする。すなわち、
先頭から隙間なくデータを格納していく場合には、左から右、上から下へと格納されるこ
とになる。また、バッファＢ（１）は、サイズＬを有しているとする。このサイズＬは、
ストレージ１０３へのアクセス（読み出し、書き込み）が効率よく行われるサイズである
。例えば、ブロックを単位としてアクセスするデバイスであれば、サイズＬは、ブロック
サイズの整数倍に設定される。また、ストレージ１０３がキャッシュやバッファを有する
場合には、キャッシュやバッファのサイズに合わせて設定してもよい。この際、各バッフ
ァで、サイズＬを統一する必要は必ずしもなく、ブロックサイズの整数倍であれば、複数
のサイズを使い分けてもよい。例えば、ブロックサイズをＬｂとしたときに、バッファサ
イズＬは、ｎ×Ｌｂ（ｎ＝自然数）であればよい。また、サイズＬはメモリ１０２のサイ
ズを、コネクション数×２、またはコネクション数×２＋１で割ったサイズ以下で最も大
きいｎ×Ｌｂ（ｎ＝自然数）と決定してもよい。コネクション数×２＋１とした場合には
、ストレージ１０３にデータを書き出している間に受信したデータをバッファすることが
できる。また、Ｌを複数定め、サイズの異なるバッファを設定してもよい。優先度の高い
応答にｎの大きいバッファを優先的に割り当ててもよい。優先度は取得要求によって決定
してもよい。例えば、取得するデータの画像・テキストなどの種別、言語、更新頻度、サ
イズ、キャッシュの可否、キャッシュの有効期限などにより決定してもよい。
【００３５】
　図３のステップＳ１０６で受信した応答パケット１－１の受信処理（Ｓ１１１）を、プ
ロセッサ１０１が開始したとする。また、バッファＢ（１）には、何もデータが格納され
ていないとする。はじめにプロセッサ１０１は、受信した応答パケット１－１に基づき、
応答１で受信するデータのサイズｄ１を求める。応答１で受信するデータのサイズｄ１と
は、複数の応答パケット１－１～１－Ｘがある場合は、応答パケット１－１～１－Ｘで受
信するデータの合計サイズを表す。ＨＴＴＰによる通信を例にすると、応答パケット１－
１についてＴＣＰ層までの各層による受信処理を行った後、ＴＣＰのデータとして格納さ
れているＨＴＴＰの情報を抽出し、ＨＴＴＰヘッダを解析することで（より具体的にはＣ
ｏｎｔｅｎｔ－Ｌｅｎｇｔｈヘッダの値を取得することで）、応答１で受信するデータの
サイズｄ１を求めることができる。
【００３６】
　データサイズを求めたら、現在確保されているバッファの空きサイズを確認する。現在
、バッファＢ（１）には何もデータが格納されていないので、空きサイズはＬとなる。こ
の時、データサイズｄ１と、バッファサイズＬを比較して、現在のバッファに、当該デー
タサイズｄ１のデータ（応答１に属する全データ）を格納可能か否か判断する。ｄ１≦Ｌ
であれば、現在のバッファＢ（１）に、データサイズｄ１のデータを格納可能なので、バ
ッファＢ（１）の先頭から、応答パケット１のデータを格納する。その結果、図４Ｂのよ
うになる。応答パケット１－１のデータがサイズｄ１に一致する場合は、応答１の受信は
これで完了である。応答パケット１－１のサイズがサイズｄ１未満であれば、後続の応答
パケット１－２、・・・に含まれるデータを順次、連続したアドレスに格納していけばよ
い。
【００３７】
　一方、応答１に属するデータのサイズｄ１＞バッファサイズＬであれば、確保したバッ
ファＢ（１）には、応答１に属するデータをすべて格納できない。この場合、データサイ
ズｄ１のバッファ長Ｌに対する商Ｎ１と剰余ｒ１を求める。そして、バッファＢ（１）の
空き領域（この場合は先頭から）に、応答パケット１－１に属するデータを格納するとと
もに、バッファＢ（１）の残りの全領域を予約する。そして、図４Ｃに示すように、さら
に新たなバッファＢ（２）を確保し、バッファＢ（２）の先頭からサイズｒ１の部分を、
応答１に対する領域として予約しておく。なお、応答１に属するデータとこれまで受信し
た各応答（ここでは存在しない）に属するデータとの合計をバッファサイズＬで除算した
値をＮＮ１と記載することがある（ここではＮＮ１はＮ１に一致する）。
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【００３８】
　データサイズｄ１≦バッファサイズＬであっても、データサイズｄ１＞バッファサイズ
Ｌであっても、複数のパケットに分割されて、応答１に属するデータが送信される場合は
、各応答パケット１－１、応答パケット１－２・・・内のデータは、順次、バッファＢ（
１）へ格納する。その際、直前の応答パケット１－１に属するデータに対して連続する位
置に書き込んでいく。例えば、図４Ｃに示すように、応答パケット１－１で受信したデー
タと、応答パケット１－２で受信したデータを、順番に連続するアドレスに書き込んでい
く。ｄ１－１は応答パケット１－１で受信したデータのサイズを表し、ｄ１－２は応答パ
ケット１－２で受信したデータのサイズを表す。バッファＢ（１）が一杯になったら、バ
ッファＢ（１）内の全データを、ストレージ１０３へ書き出し、バッファＢ（１）を解放
し、バッファＢ（１）の先頭から、応答１についてさらに後続する応答パケットのデータ
を書き込んでいく（商Ｎ１が２以上の場合）。詳細は、後に図４Ｆで説明する。ただし、
応答１に属するデータの末尾のサイズｒ１分のデータは、バッファＢ（２）の予約した先
頭のサイズｒ１分の領域に書き込む。
【００３９】
　なお、図４Ｃでは、バッファＢ（１）とバッファＢ（２）が連続しておらず、互いに離
れた位置にあるが、バッファＢ（１）とバッファＢ（２）が連続してもかまわない。
【００４０】
　図４Ａ、図４Ｂ、図４Ｃでは、応答１に対してバッファを確保する例を示したが、応答
２に対しても同様にして、バッファを確保する。図４Ｃの状態で、応答２に属する最初の
応答パケット（応答パケット２－１）を受信したと仮定する。応答１の場合と同様に、応
答２に属するデータサイズｄ２を求める。応答１の場合と同様に、バッファの現在の空き
領域に、当該サイズｄ２分のデータを格納できるかどうかを確認する。図４Ｃの状態で、
バッファＢ（１）の一部は空いているが、応答１のために予約されているため、バッファ
Ｂ（２）の空き領域を使用する。バッファＢ（２）の空き領域のサイズは、Ｌ－ｒ１（＝
Ｌ’）である。
【００４１】
　ｄ２≦Ｌ’であれば、応答２に属するデータは、図４Ｄに示すように、バッファＢ（２
）の空き領域にすべて格納できる。応答パケット２－１のデータがサイズｄ２に一致する
場合、応答２の受信はこれで完了である。応答パケット２－１のデータサイズがｄ２未満
であれば、後続の応答パケット２－２、・・・に含まれるデータを、応答パケット２－１
のデータに対して順次、連続したアドレスに格納する。
【００４２】
　一方、ｄ２＞Ｌ’であれば、データサイズｄ２から、バッファＢ（２）の空き領域サイ
ズＬ’を除いた長さに対して、サイズＬに対する商（Ｎ２とする）と剰余（ｒ２とする）
を計算する。すなわち、Ｎ２＝（ｄ２－Ｌ’）／Ｌ、ｒ２＝（ｄ２－Ｌ’　）　ｍｏｄ　
Ｌとする。Ｎ２が商、ｒ２が剰余である。そして、図４Ｅに示すように、新たにバッファ
Ｂ（３）を確保して、先頭からサイズｒ２を、応答２用に予約済みにする。図示のｄ２－
１は、応答パケット２－１に含まれるデータのサイズを表している。応答パケット２－１
に後続する応答パケット２－２・・・のデータは、直前の応答パケット２－１に属するデ
ータに対して連続する位置に書き込んでいく。バッファＢ（２）が一杯になったら、バッ
ファＢ（２）内の全データをストレージ１０３へ書き出し（応答１に属するデータの末尾
のサイズｒ１のデータもバッファＢ（２）の先頭に書き込み済みとする）、バッファＢ（
２）を解放し、バッファＢ（２）の先頭から、応答２についてさらに後続する応答パケッ
トのデータを書き込んでいく（Ｎ２が１以上の場合）。ただし、応答２に属するデータの
末尾のサイズｒ２分のデータは、バッファＢ（３）の予約した先頭のサイズｒ２分の領域
に書き込む。なお、応答２に属するデータとこれまで受信した各応答（ここでは応答１の
み）に属するデータとの合計をバッファサイズＬで除算した値を、ＮＮ２と記載すること
がある。ここで、図４Ｃで応答１をバッファに保存中に使用中のバッファはＢ（１）とＢ
（２）の２つである。この状態で応答２を受信開始すると、図４Ｇに示すように追加のバ
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ッファ、バッファＢ（３）を必要とする。Ｎ２＞１の場合、応答２を保存中に必要となる
バッファの数はさらに一つ増え、バッファＢ（４）を必要とし、合計４つのバッファが必
要となる。なお、パケット２－６のデータはバッファＢ（２）とバッファＢ（４）にまた
がって格納されている。このように、応答を保存するのに必要なバッファ数は応答数×２
である。仮に応答数×２＋１のバッファを用意すれば、ストレージにデータを書き出し中
にもバッファをすることが可能である。
【００４３】
　ここでバッファ管理情報について説明する。図５は、バッファ管理情報の例を示す。メ
モリ１０２上に確保するバッファは、バッファ管理情報で管理される。図示のバッファ管
理情報は、応答１および応答２に対するものであり、図４Ｅの状態に対応している。
【００４４】
　応答１に対して、バッファＢ（１）とバッファＢ（２）の各々について、使用済みサイ
ズ、予約済みサイズ、オフセット、メモリ１０２におけるバッファの位置を表すポインタ
を保持している。応答１に属するデータの先頭からの長さ（応答１に属するデータを格納
するストレージの先頭位置からの長さ）を示すオフセットは、バッファサイズの整数倍（
０以上）の単位で設定される。応答２についても同様に、バッファＢ（２）とバッファＢ
（３）の各々について、使用済みサイズ、予約済みサイズ、応答１に属するデータの先頭
からの長さ（応答１に属するデータを格納するストレージの先頭位置からの長さ）を示す
オフセット、メモリ１０２におけるバッファの位置を表すポインタを保持している。バッ
ファへアクセスする際は、ポインタを利用してバッファの位置を特定する。図５における
ＮＮ１は、前述したように、応答１に属するデータをバッファサイズＬで除算した値（こ
こではＮ１に一致）である。ＮＮ２は、前述したように、応答２に属するデータとこれま
で受信した各応答（ここでは応答１のみ）に属するデータとの合計をバッファサイズＬで
除算した値である。なお、バッファサイズがバッファによって異なる場合も、同様の考え
でオフセットを計算すればよい。
【００４５】
　バッファ管理情報における使用済みサイズは、実際にデータが書き込まれているサイズ
である。使用済みサイズは、バッファにデータが書き込まれると更新される。例えば、図
５の状態において、バッファＢ（２）に応答１に属する末尾のサイズｒ１分のデータが書
き込まれた場合、応答１に対するバッファＢ（２）の使用済みサイズはｒ１に更新され、
応答２に対するバッファＢ（２）の使用済みサイズは、ｒ１＋ｄ２－１に更新される。予
約済みサイズは、該当する応答によって予約されているサイズである。予約している領域
は、より早い応答（先に予約した応答）ほど、バッファの先頭側の領域を予約していると
する。例えば、バッファＢ（２）では、応答１が先頭のサイズｒ１の領域、応答２が、当
該サイズｒ１の領域に後続するサイズＬ’の領域を予約しているとする。オフセットは、
上述したように、応答１に属するデータの先頭からの位置を、バッファサイズの整数倍（
０以上）で示す。バッファからストレージ１０３への書き出しが行われると、オフセット
の値は、バッファサイズＬ分、インクリメントされる。例えば図５の状態において、バッ
ファＢ（１）内のデータがストレージ１０３へ書き出され、バッファＢ（１）が解放され
、引き続きバッファＢ（１）の先頭から応答１に属する続きのデータを書き込む場合、オ
フセットは、０からＬに更新される。次も同様にして、バッファＢ（１）へのデータ書き
込み、データ書き出しおよびバッファ解放が行われれば、オフセット値は、２×Ｌに更新
される。
【００４６】
　図５では、応答の個数が２つ（応答１および応答２）の場合だが、応答３、応答４・・
・といったように、応答の個数が増えれば、それに応じて、バッファ管理情報が追加され
る。なお、バッファ管理情報の更新は、後述するように、バッファが新規に設定された際
、バッファへのデータ書込が行われた際、バッファからストレージ１０３への書き出しが
行われた際などに行われる。
【００４７】
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　ここではバッファ管理情報を、リストの形で保持しているが、テーブル形式で保持して
もよい。または、バッファ管理情報におけるバッファ毎の情報を、メモリ１０２における
各バッファの先頭に配置してもよく、この場合、ポインタの情報のみを、リストまたはテ
ーブル等の形式で別途管理してもよい。また、ここで述べた以外の形式で、例えば、ビッ
トマップなどを用いて使用済みメモリと空きメモリのバッファ管理情報を管理してもよい
。例えば、先頭のアドレスから、アドレス毎、または任意のバイト数毎にバッファ領域が
使用済みの場合１を、未使用の場合は０としてビットを並べて、ビットマップを構成した
バッファ管理情報を管理してもよい。
【００４８】
　図４Ｆは、図４Ｅの状態の後、応答１に関するデータの受信が進んだ状態を示している
。応答パケット１－１、応答パケット１－２の後、応答パケット１－３、応答パケット１
－４、応答パケット１－５、応答パケット１－６、応答パケット１－７、応答パケット１
－８を受信したとする。応答パケット１－３、応答パケット１－４、応答パケット１－５
、応答パケット１－６、応答パケット１－７、応答パケット１－８の各々のデータの長さ
は、ｄ１－３、ｄ１－４、ｄ１－５、ｄ１－６、ｄ１－７、ｄ１－８である。応答パケッ
ト１－３のデータ（データサイズｄ１－３）を、応答パケット１－２のデータに続いて格
納し、応答パケット１－４のデータ（データサイズｄ１－４）を、応答パケット１－３の
データに続いて格納し、以降同様にして、応答パケット１－５以降のデータを格納してい
く。
【００４９】
　ここで、最後に受信した応答パケット１－８のデータの末尾が、バッファＢ（１）の末
尾に一致するとは限らない。すなわち、応答パケット１－７のデータを格納した後のバッ
ファＢ（１）の空き領域サイズ、すなわち、バッファＢ（１）のサイズＬから、応答パケ
ット１－１～応答パケット１－７のデータの合計サイズを減じたサイズ、である端数サイ
ズが、応答パケット１－８のデータの長さｄ１－８に一致するとは限らない。上述したｒ
１が０でない場合は、一致せず、本例では一致しない。この場合、バッファＢ（１）には
、応答１－８のデータのうち、先頭から、上記の端数サイズ（ｄ１－８（１）とする）ま
でのデータを、バッファＢ（１）の最後の端数サイズの領域に格納し、残りのサイズ（ｄ
１－８（２））のデータを、バッファＢ（２）の予約領域ｒ１に格納する。なお、サイズ
ｄ１－８（２）は、ｒ１に一致する。
【００５０】
　図４Ｆの例では、応答１に属するデータサイズが、Ｌ＋ｒ１の例であるが、２Ｌ＋ｒ１
の場合は、応答パケットが順序通り到着すれば、バッファＢ（１）へのサイズＬ分のデー
タ書き込みが２回行われた後（つまりバッファＢ（１）が２回使い回された後）、最後の
サイズｒ１分のデータが、バッファＢ（２）の先頭のサイズｒ１の予約領域に書き込まれ
ることとなる。
【００５１】
　図３のステップＳ１１３、Ｓ１１４の説明で述べたとおり、データをバッファに書き込
んだ際に、当該バッファに蓄積されたデータ量が、閾値（バッファサイズＬ）に達したか
を判断する。すなわち、ひとつのバッファが全て埋まったかどうかを、当該バッファへデ
ータを格納した際に判定する。閾値に達した場合、当該バッファに格納されている全デー
タは、当該バッファから読み出されて、ストレージ１０３内の所定の位置へ書き込まれる
。その後、当該バッファ（メモリ）は解放され、未使用の状態へと戻される。ここで、バ
ッファの解放とは、使用していた領域を他の用途に転用できる状態に戻す処理としても良
いし、バッファ管理情報に含まれる使用済みサイズをゼロに設定する処理としてもよい。
また、ストレージ１０３内の「所定の位置」は、バッファ管理情報に含まれる“オフセッ
ト”に基づいて決定される。例えば、オフセットがゼロであれば、ストレージ１０３内の
基準位置に、バッファから読み出した全データを書き込み、オフセットの値がＸであれば
、基準位置からＸバイトだけ進んだ位置に、当該全データを書き込む。
【００５２】
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　図６は、応答１および応答２の受信処理が完了したときのストレージ１０３の書き込み
状態を示す。図６の例は、応答１のデータサイズｄ１に対してｄ１＞Ｌが成立し、応答２
のデータサイズｄ２に対してｄ２＞Ｌ’が成立する場合であり、Ｎ１＝３、Ｎ２＝１であ
る。すなわち、データサイズｄ１＝３×Ｌ＋ｒ１、データサイズｄ２＝Ｌ’＋１×Ｌ＋ｒ
２である。バッファＢ（１）に対する書き込み、読み出しおよび解放が３回繰り返され、
各回に対応してストレージ１０３の領域Ａ～Ｃへ、応答１に属するデータが書き込まれる
。また、バッファＢ（２）に対する書き込み、読み出しおよび解放が２回繰り返され、各
回に対応してストレージ１０３における領域Ｄおよび領域Ｅへデータが書き込まれる。領
域Ｄの先頭側の領域Ｄ（１）に格納されたデータは、応答１に属するデータの末尾のサイ
ズｒ１分のデータである。領域Ｄの領域Ｄ（２）に格納されたデータは、応答２に属する
データの先頭側のデータである。ストレージ１０３の領域Ｅに書き込まれたデータは、応
答２に属する続きのデータである。領域Ｆに書き込まれたデータは、応答２に属する末尾
のサイズｒ２分のデータである。ここでは２つのＴＣＰ接続を同時に使って、２つの応答
のデータを取得する場合を例に述べたが、取得する応答数が増えても同じように実行する
ことができる。
【００５３】
　図７に、図１のデータ受信装置による処理の基本的な流れを示すフローチャートである
。なお、このフローチャートの動作は、一つの実装例であり、基本的な考え方が同じであ
れば、動作の細部が異なっていてもよい。
【００５４】
　受信したパケットが、応答Ｐの最初のパケットＰ１かどうかを確認する（ステップＳ７
０１）。図３の例であれば、応答１もしくは応答２の最初のパケット１－１、２－１かど
うかを確認する。なお、最初のパケットという表現は便宜上のもので、より正確には、応
答Ｐのデータサイズ情報が含まれるパケットであるかどうかを確認する。また、これまで
は応答Ｐに属するパケットをＰ－１、Ｐ－２、・・・Ｐ－Ｘといった表記で表したが、本
フローの説明では、「－」を削除して、Ｐ１、Ｐ２、・・・ＰＸといった表記を用いる。
【００５５】
　受信したパケットが、最初のパケットであれば（ステップＳ７０１－ＹＥＳ）、現時点
で管理しているバッファから、オフセットが最大のバッファ（バッファＢＬと記述する）
を見つけ、そのバッファＢＬを、操作対象のバッファＢとして決定する（ステップＳ７０
２）。図では、これを「Ｂ←オフセットが最大のバッファＢＬ」と表現している。ステッ
プＳ７０２の具体例として、応答Ｐが応答１の場合、バッファＢＬとして、バッファＢ（
１）が特定される（バッファＢ（１）のみ存在する）。応答Ｐが応答２の場合、バッファ
ＢＬとして、バッファＢ（２）（この時点でバッファＢ（１）とＢ（２）が管理されてお
り、バッファＢ（２）のオフセットＮ１×Ｌが最大）が特定される。
【００５６】
　一方、受信したパケットが、最初のパケットでなければ（ステップＳ７０１－ＮＯ）、
応答Ｐに属するデータを格納中のバッファ（バッファＢｃと記述する）を見つけ、そのバ
ッファＢｃを、操作対象のバッファＢとして決定する（ステップＳ７０３）。図では、こ
れを「Ｂ←オフセットが最大のバッファＢｃ」と表現している。
【００５７】
　操作対象のバッファＢが確定すると、バッファＢの空き領域の有無を確認する。すなわ
ち、バッファＢの空き領域のサイズ（Ｌｅｆｔ（Ｂ）と記述する）が０より大きいか否か
を確認する。空き領域が無い場合、すなわち空き領域のサイズＬｅｆｔ（Ｂ）が０の場合
（ステップＳ７０４－ＮＯ）、現在のバッファＢ内の全データをストレージ１０３に書き
出して当該バッファＢを解放し、解放されたバッファＢを新たなバッファＢとする（ステ
ップＳ７０５）。ステップＳ７０５の処理の詳細は、「バッファＢの書き出しと新規割り
当て処理」として後に説明する。一方、バッファＢに空き領域がある場合、すなわち、空
き領域のサイズＬｅｆｔ（Ｂ）が０より大きい場合には（ステップＳ７０４－ＹＥＳ）、
ステップＳ７０５の処理を行わずに、ステップＳ７０６へ進む。
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【００５８】
　ステップＳ７０６では、ステップＳ７０１で受信したパケット（処理中のパケットＰｎ
。ｎは１以上の整数）に含まれるデータが、バッファＢの空き領域に格納できるかどうか
を確認する。パケットＰｎに含まれるデータのサイズを、Ｄａｔａｌｅｎ（Ｐｎ）と表す
。バッファＢの空き領域に、パケットＰｎに含まれるデータの全体を格納できる場合（ス
テップＳ７０６－ＹＥＳ）、すなわち、バッファＢの空き領域のサイズＬｅｆｔ（Ｂ）が
Ｄａｔａｌｅｎ（Ｐｎ）以上の場合、後述するステップＳ７１１に進む。バッファＢの空
き領域に、パケットＰｎに含まれるデータの一部しか格納できない場合（ステップＳ７０
６－ＮＯ）、すなわち、Ｄａｔａｌｅｎ（Ｐｎ）がバッファＢの空き領域のサイズＬｅｆ
ｔ（Ｂ）未満の場合、ステップＳ７０７に進む。
【００５９】
　ステップＳ７０７では、バッファＢの空き領域のサイズＬｅｆｔ（Ｂ）の値を、パラメ
ータ（ｗｒｉｔｔｅｎＬｅｎ）に保存する。そして、パケットＰｎのデータサイズＤａｔ
ａｌｅｎ（Ｐｎ）から、バッファＢの空き領域のサイズ（Ｌｅｆｔ（Ｂ））を減じること
で、Ｄａｔａｌｅｎ（Ｐｎ）の値を更新する（ステップＳ７０８）。
【００６０】
　パケットＰｎのデータのうち、バッファＢの空き領域のサイズＬｅｆｔ（Ｂ）分のデー
タを先頭から特定して、当該データをバッファＢの空き領域に格納する（ステップＳ７０
９）。そして、バッファＢ内の全データを、ストレージ２０４へ書き出し、当該バッファ
Ｂを解放し、解放されたバッファＢを新たなバッファＢとする（ステップＳ７１０）。こ
れにより、パケットＰｎのデータのうち残りのデータ（ステップＳ７０８で更新されたサ
イズＤａｔａｌｅｎ（Ｐｎ）分のデータ）を格納するための新たなバッファの確保を行う
。ステップＳ７１０の処理の詳細は、「バッファＢの書き出しと新規割り当て処理」とし
て後に説明する。
【００６１】
　ステップＳ７１０の後、再度、ステップＳ７０１で受信した、応答Ｐに属するパケット
が、応答Ｐの最初のパケットＰ１であったかを判断する（ステップＳ７１１）。最初のパ
ケットＰ１でなかった場合には（ステップＳ７１１－ＮＯ）、後述するステップＳ７１６
に進む。
【００６２】
　ステップＳ７０１で受信したパケットが、応答Ｐの最初のパケットＰ１であった場合に
は（ステップＳ７１１－ＹＥＳ）、応答Ｐに属するデータのサイズ（応答Ｐ（パケットＰ
１～ＰＸ）で受信する予定の全データ長）に応じて、バッファを新たに確保する。具体的
には、以下のステップＳ７１２～Ｓ７１５を行う。応答Ｐに属するデータのサイズを、パ
ラメータＣｏｎｔｅｎｔＬｅｎ（Ｐ）によって表すとする。ＣｏｎｔｅｎｔＬｅｎ（Ｐ）
から、ｗｒｉｔｔｅｎＬｅｎ（ステップＳ７０７で求めた値。最初のパケットＰ１のデー
タがバッファＢの空き領域より大きい場合に、当該バッファＢの空き領域に書き込んだデ
ータサイズ。すなわち当該バッファＢの空き領域のサイズ）を減算し、バッファ長Ｌで除
することで、商Ｎと剰余ｒを求める（ステップＳ７１２）。すなわち、（Ｃｏｎｔｅｎｔ
Ｌｅｎ（Ｐ）－ｗｒｉｔｔｅｎＬｅｎ）／Ｌにより商Ｎを計算し、（ＣｏｎｔｅｎｔＬｅ
ｎ（Ｐ）－ｗｒｉｔｔｅｎＬｅｎ）％Ｌにより、剰余ｒを計算する。
【００６３】
　そして、商Ｎが０でなければ（すなわち商Ｎが０より大きければ）（ステップＳ７１３
－ＹＥＳ）、追加のバッファ（バッファＢｒとする）をメモリ１０２上に確保し（ステッ
プＳ７１４）、バッファＢｒの管理情報（図５参照）を初期化し（ステップＳ７１５）、
次のステップＳ７１６に進む。本処理は、剰余ｒが０であった場合も行ってよい。ステッ
プＳ７１４の処理は、「バッファＢｒの新規割り当て処理」として、ステップＳ７１５の
処理は、「バッファＢｒの管理情報の更新処理」として、後に詳述する。
【００６４】
　一方、ステップＳ７１２で計算した商Ｎが０であれば（ステップＳ７１３－ＮＯ）、ス
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テップＳ７１４、Ｓ７１５の処理を行うことなく、ステップＳ７１６に進む。
【００６５】
　ステップＳ７１６では、操作対象のバッファＢに、パケットＰｎのデータを格納する。
そして、バッファＢのバッファ管理情報を更新し（ステップＳ７１７）、処理を終了する
。ステップＳ７１７の処理の詳細は、「バッファＢの管理情報の更新」として後に説明す
る
【００６６】
　以下、上述した一連の処理に含まれるいくつかのステップについて、さらに詳細に説明
する。
【００６７】
　図８（Ａ）は、ステップＳ７０５とステップＳ７１０で行う「バッファＢの書き出しと
新規割り当て処理」のフローチャートである。操作対象のバッファＢの管理情報における
オフセットＯｆｆｓｅｔ（Ｂ）に、バッファ長Ｌを加えた値を、ｏｆｆｓｅｔとして保存
する（ステップＳ８０１）。図では、これを「ｏｆｆｓｅｔ←Ｏｆｆｓｅｔ（Ｂ）＋Ｌ」
と表現している。
【００６８】
　次に、バッファＢ内の全データを、ストレージ１０３に書き出して、当該バッファＢを
解放する（ステップＳ８０２）。
【００６９】
　その解放されたバッファＢを、新しいバッファＢＮとして確保し（ステップＳ８０３）
、当該バッファＢＮのバッファ管理情報を初期化する（ステップＳ８０４）。具体的に、
まず更新用パラメータ（Ｐ、ｄ、ｒ、ｏ）を設定する。左から、応答の識別子（応答Ｐの
場合はＰ）、使用済みサイズ、予約済みサイズ、オフセットである。ここでは、（Ｐ、０
、＊、ｏｆｆｓｅｔ）と設定する。＊は、必要な値を設定すればよい。一例として、ステ
ップＳ７１４でバッファＢｒが確保されており、現在対象とするバッファＢが当該バッフ
ァＢｒでない場合は、Ｌを設定することが考えられる。あるいは、応答に属する以降のデ
ータを当該バッファＢ内にすべて書き込み可能な場合は、そのデータのサイズを設定する
こともある。次に、図８（Ｃ）の「バッファＢの更新情報の更新」フローを実行する。す
なわち、ステップＳ８２１で、バッファＢの管理情報の使用済みサイズＵｓｅｄ（Ｂ）を
ｄ（ここでは０）に更新し、ステップＳ８２２で、バッファＢの管理情報の予約済みサイ
ズＲｅｓｅｒｖｅｄ（Ｂ）をｒ（ここでは０）に更新し、ステップＳ８２３で、オフセッ
トＯｆｆｓｅｔ（Ｂ）をｏ（ここではステップＳ８０１で保存したｏｆｆｓｅｔ）に更新
する。図８（Ａ）に戻り、ステップＳ８０５では、ステップＳ８０３で確保したバッファ
ＢＮを呼び出し元に返し（ステップＳ８０５）、処理を終了する。以降、確保したバッフ
ァＢＮが、操作対象のバッファＢとして扱われる。
【００７０】
　図８（Ｂ）は、ステップＳ７１４で行う「バッファＢｒの新規割り当て処理」のフロー
チャートである。バッファＢｒは、ある応答Ｐの最初のパケットＰ１を受信した際に、前
述した端数データ（剰余サイズ分のデータ）を格納するために、必要に応じて確保される
。本処理では、新しいバッファＢｒを確保し（ステップＳ８１１）、そのバッファＢｒを
、呼び出し元に返す（ステップＳ８１２）。バッファＢｒは、その先頭部分に、応答Ｐに
属するデータのうち、末尾の端数データ（剰余サイズ分のデータ）を格納するための予約
領域を持つバッファである。このため、ステップＳ７１５では、更新用パラメータ（Ｐ、
ｄ、ｒ、ｏ）として（Ｐ、０、ｒ、ＮＮ）を設定して、図８（Ｃ）の「バッファＢの更新
情報の更新」フローを実行する。ＮＮはオフセットであり、（今回の応答Ｐに属するデー
タとこれまで受信した各応答に属するデータとの合計をバッファサイズＬで除算した値Ｎ
Ｎ）×Ｌである。これにより、バッファＢｒの管理情報の予約済みサイズはｒ、オフセッ
トはＮＮ×Ｌに設定される。なお、ｒは、ステップＳ７１２で計算された剰余である。
【００７１】
　図８（Ｃ）は、「バッファＢ（Ｂｒの場合も含む）の管理情報の更新」フローを示し、
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前述したように、図７のステップＳ７１５や図８のステップＳ８０４で実行され、さらに
ステップＳ７１７で実行される。ステップＳ７１５、Ｓ８０４で行う場合の本フローの処
理は既に説明したため、ここではステップＳ７１７で行う本フローの処理を説明する。
【００７２】
　バッファＢの管理情報は、図５に示したように、応答Ｐに対して、「使用済みサイズ」
、「予約済みサイズ」、「オフセット」、「バッファへのポインタ」を含む。なお、前述
したように、「バッファへのポインタ」の更新の説明は省略する。バッファに関連づけら
れている応答、使用済みサイズ、予約済みサイズ、オフセットを、（Ｐ、ｄ、ｒ、ｏ）と
表し、バッファ管理情報の応答「Ｐ」、使用済みサイズ「Ｕｓｅｄ（Ｂ）」、予約済みサ
イズ「Ｒｅｓｅｒｖｅｄ（Ｂ）」、オフセット「Ｏｆｆｓｅｔ（Ｂ）」を、Ｐ、ｄ、ｒ、
ｏにより更新する。そして、図７のステップＳ７１７の処理では、Ｕｓｅｄ（Ｂ）にＤａ
ｔａＬｅｎ（Ｐｎ）を加算することでＵｓｅｄ（Ｂ）を更新し、Ｐ，Ｒｅｓｅｒｖｅｄ（
Ｂ），Ｏｆｆｓｅｔ（Ｂ）は、現状の値を維持する。
【００７３】
　図３に示したシーケンスでは、２つの取得要求しか送信していないが、送信する取得要
求の数は、プロセッサ１０１にて実行するアプリケーションによって変化する。その際、
最後の取得要求に対する最後の応答パケットを受信した際には、プロセッサ１０１は、確
保されているバッファ内のデータを、（バッファ内のデータが閾値に達していなくても）
ストレージ１０３に書き出す処理を行い、バッファを解放する。
【００７４】
　また、通信の過程において、ある応答の受信が正常に完了できなかった場合（例えば何
らかの理由で、受信途中でサーバ装置２０１への到達性がなくなった場合など）には、受
信が完了している部分までをストレージ１０３に書き出し、エラーが発生した部分は破棄
するようにしてもよい。その際、ストレージ１０３への書き出しは、パケット単位ではな
く、応答単位で行うようにしてもよい。例えば、応答Ｐと応答Ｑを同時に受信していると
きに、応答Ｑの受信が正常に完了する前に、エラーが発生したとする。その場合、応答Ｐ
の完了を待って、応答Ｐのみを書き出すようにしてもよいし、エラーが発生した時点で受
信完了していた（ＰでもＱでもない）他の応答だけを書き出すようにしてもよい。なお、
パケット単位で書き出すようにしてもよい。ある応答が受信途中であることは、各バッフ
ァの管理情報を参照することで検出可能である。なお、ここで述べたような例外処理を行
う場合は、ストレージへの書き出しは、必ずしもブロックサイズの整数倍のデータになる
とは限らない。
【００７５】
　また、前述した図６のように応答１および応答２を受信して、ストレージにデータを書
き出す場合において、領域Ｄ（２）に格納される、応答２に属するデータの受信が完了し
た時点で、領域Ｄ（１）に格納される、応答１に属するデータの受信がまだ行われていな
い場合があるとする。このときは、領域Ｄ（１）に格納されるデータの受信が完了するま
で、バッファの書き出しを待機するようにしてもよい。この場合、応答２に属する後続の
データは一時的に別の領域に退避しておき、バッファの書き出しおよび解放が完了したら
、当該退避しておいたデータをバッファに書き込んでもよい。
【００７６】
　以上、本実施形態によれば、ネットワークを介して受信する応答に属するデータをスト
レージに保存する際に、不規則に受信され得る複数の応答に属するデータを、ストレージ
へのアクセス効率が高くなるサイズ（ブロックサイズの整数倍のサイズ）のバッファに一
度格納することで、データ受信およびストレージ保存の高速化を図ることができる。この
際、保存するデータのサイズとバッファ長に基づいて、ある応答に対して、予約済み領域
を持ったバッファを確保し、予約領域の直後から次の応答に属するデータを保存するよう
にしたことで、複数の応答を同時に受信したとしても、各々の応答に属するデータを正し
いバッファに保存できる。さらに、応答に属するデータがバッファサイズよりも大きい場
合であっても、小さなバッファだけでデータ受信とストレージへの保存を管理できるため
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、サーバからの情報（ウェブページ等）の取得に際し、必要なメモリ量を削減することが
できる。
【００７７】
＜第２の実施形態＞　
　本実施形態では、第１の実施形態と同じ動作を実現する機能を、モジュールとして実装
する場合である。本モジュールは、外部のメインプロセッサとの間で制御情報を交換する
機能、並びにネットワークを介して送受信するデータを当該メインプロセッサと交換する
機能とを追加で具備する。
【００７８】
　図９に第２の実施形態に係るモジュールとメインプロセッサとを備えたデータ受信装置
のブロック図を示す。モジュール９００は、本実施形態の主機能を具備する部分である。
モジュール９００は、プロセッサ９０１、メモリ９０２、ストレージ９０３、通信インタ
フェース９０４、ホストインタフェース９０５を備える。モジュール９００は、ネットワ
ークカード等の通信カードとして構成されてもよい。
【００７９】
　プロセッサ９０１、メモリ９０２、ストレージ９０３、通信インタフェース９０４は、
第１の実施形態におけるプロセッサ１０１、メモリ１０２、ストレージ１０３、通信イン
タフェース１０４と同じ機能を具備し、基本的に同じ動作をする。ただし、プロセッサ９
０１については、メインプロセッサ９０６との間でデータを交換する機能が追加されてい
る。ホストインタフェース９０５は、モジュール９００とメインプロセッサ９０６とを接
続する機能を提供する。その実装にはＳＤＩＯやＵＳＢなど外部バスの仕様に従うもので
あっても、ＰＣＩ　Ｅｘｐｒｅｓｓなど内部バスの仕様に従うものであってもよい。メイ
ンプロセッサ９０６は、ＯＳやアプリケーションソフトが動作しており、モジュール９０
０を利用するためのデバイスドライバや通信アプリケーションなども動作する。
【００８０】
　なお、図９では、メインプロセッサ９０６が、モジュール９００とバスを介して直接接
続するように図示しているが、メインプロセッサ９０６側もホストインタフェースなどを
介して、モジュール９００と接続するようにしてもよい。また、図９では、モジュール９
００の周辺装置として、プロセッサ９０６以外の装置は示していないが、計算機として動
作するために必要なメモリや表示装置など、必要な周辺装置は、適宜接続されているもの
とする。
【００８１】
　モジュール９００は、メインプロセッサ９０６からの指示により動作を開始する。具体
的には、メインプロセッサ９０６が、第１の実施形態で述べた「取得要求」に相当する指
示を、ホストインタフェース部９０５経由で、プロセッサ９０１に指示する。プロセッサ
９０１は、指示の内容を把握し、第１の実施形態と同様の動作を行う。すなわち、プロセ
ッサ９０１は、メモリ９０２において適切なバッファ管理を行いながら、取得要求により
要求されたデータを外部のサーバから取得して、ストレージ９０３にデータを蓄積してい
く。
【００８２】
　また、モジュール９００は、メインプロセッサ９０６からの指示により、ストレージ９
０３に蓄積したデータを、メインプロセッサ９０６に転送する機能を具備する。本実施形
態のバッファ管理方式に従って、プロセッサ９０６からの連続する取得要求により取得さ
れたデータは、ストレージ９０３上で連続する領域に記録されている。そのため、ストレ
ージ９０３を適切に走査し、対象となる領域を連続して読み出すことで、メインプロセッ
サ９０６から指示されたデータを効率的に取得できる。なお、情報の局所性を活用し、プ
ロセッサ９０６からの読み出し指示を受ける前に、ストレージ９０３上の連続する領域を
複数読み出し、事前にプロセッサ９０６（もしくはプロセッサ９０６と接続するメモリや
その他の記憶装置）に、読み出したデータを転送するようにしてもよい。
【００８３】
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　なお、モジュール９００とメインプロセッサ９０６との間で交換される指示は、ホスト
インタフェース９０５上で定義された制御コマンドを用いてもよいし（例えば、ＳＤイン
タフェース仕様で規定される各コマンド群）、制御コマンド上に新たにコマンド体系を構
築してもよい（例えば、ＳＤインタフェース仕様などで規定されるベンダー独自コマンド
、ベンダー独自フィールドを活用したもの）。また、メインプロセッサ９０６が、何らか
の形で、ストレージ９０３を読み書きできるのであれば、メインプロセッサ９０６がプロ
セッサ９０１に対する指示をストレージ９０３に格納し、プロセッサ９０１がその格納さ
れた指示を読み出して、解釈し、実行するようにしてもよい。例えば、指示を含むファイ
ルをストレージ９０３に保存し、その指示の実行結果を、同一もしくは別のファイルとし
てストレージ９０３に保存し、メインプロセッサ９０１がこのファイルを読み出すように
してもよい。
【００８４】
　また、モジュール９００は、メインプロセッサ９０６からの指示を受けるに先立って、
メインプロセッサ９０６の制御を受けて通電が開始され、もしくは低消費電力な状態から
通常の動作が可能な状態へと遷移してもよい。そして、モジュール９００は、一連の処理
が完了すると（つまりストレージ９０３へのデータ保存が完了すると）、自発的に電源を
オフにしたり、低消費電力な状態へと遷移したりするようにしてもよい。低消費電力な状
態とはモジュール９００内の一部のブロックの電力供給を停止してもよいし、プロセッサ
９０１の動作クロックを低下させてもよいし、その他の方法でもよい。さらに、ストレー
ジ９０３へのデータ保存の完了の通知をメインプロセッサ９０６に出すようにしてもよい
。これらの仕組みにより、モジュール９００の消費エネルギーを、削減することも可能と
なる。
【００８５】
＜第３の実施形態＞　
　第１および第２の実施形態では、各取得要求間に、独立もしくは従属などの関係性は特
定されていなかった。これに対して、本実施形態では、各取得要求に主従関係を追加する
。すなわち、最初に発生した取得要求と、それから派生した取得要求とで取得要求グルー
プを形成し、少なくとも取得要求グループ内の各取得要求に応じて取得されたデータは、
ストレージ１０３もしくはストレージ９０３上で連続した領域に保存されるようにする。
　最初に発生した取得要求とそこから派生した取得要求とは、最初の取得要求を処理した
結果として取得が必然であるデータが存在することが確認された場合に、後者の情報の取
得要求を、派生した取得要求とする。このような派生した取得要求は、例えばウェブペー
ジの取得要求に見ることができる。ウェブページの取得では、最初のＨＴＭＬを取得・解
析するとＨＴＭＬファイルから参照されているスタイルシートやスクリプトファイル、画
像ファイルなどのデータを新たに取得する必要が生じる。本実施形態では、これらのデー
タの取得要求を一つの取得要求グループとして捉え、ストレージ１０３もしくはストレー
ジ９０３上で連続する領域に、これらのデータが保存されるようにする。
【００８６】
　本実施形態の機能は、図１で示した第１の実施形態、および図９で示した第２の実施形
態のいずれにも適用可能である。初めに第１の実施形態に適用する場合について述べ、次
に第２の実施形態に適用する場合について述べる。
【００８７】
（第１の実施形態に適用する場合）
　プロセッサ１０１は、情報（ＨＴＭＬ）等のデータの取得等の機能に加え、取得したデ
ータ（ＨＴＭＬ）を解析する機能、解析の結果として当該データから参照されているＵＲ
Ｌを抽出する機能（例えば、スタイルシートやスクリプトファイル、画像ファイルなど）
、抽出したＵＲＬで特定されるデータを取得する機能を具備している。これらの機能は、
ウェブブラウザのようにユーザインタフェースを備えたアプリケーション（アプリ）とし
て実現されていてもよいし、ユーザインタフェースを備えないバックエンドのアプリとし
て実現されていてもよい。バックエンドのアプリの場合、ウェブブラウザなどがフロント
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エンドとして動作する。ここではバックエンドアプリとして実現する場合について述べる
が、ユーザインタフェースを搭載するアプリとして実現してもよい。
【００８８】
　図１０は、第３の実施形態に係る動作のシーケンス図である。フロントエンド（ウェブ
ブラウザ）で取得要求が発生し（Ｓ２０１）、フロントエンドがバックエンドアプリに対
して、取得要求を送信する（Ｓ２０２）。この要求は、通常、ＨＴＭＬファイルに対する
取得要求である。本実施形態を実現するバックエンドアプリが、この取得要求を受信する
と、当該取得要求の取得対象となるデータ（以下、独立情報と呼ぶ）をサーバから取得す
る（Ｓ２０２、Ｓ２０３、Ｓ２０４、Ｓ２０５、Ｓ２０６）。その後、バックエンドアプ
リが、取得した独立情報を解析し（Ｓ２０７、Ｓ２０８）、当該独立情報のバッファへの
書き込み、当該バッファ内の書き込み合計サイズの閾値判定、閾値に達した場合のストレ
ージへの書き込み処理等を行い（Ｓ２０９、Ｓ２１０）、さらにこれに並行して、当該独
立情報に含まれるＵＲＬに参照されるデータ（以下、従属情報と呼ぶ）を自発的に取得す
る（Ｓ２１１）。従属情報の取得、バッファ書き込み、閾値判定、ストレージ書き込み等
は、独立情報と同様である。すなわち、独立情報から参照される複数の従属情報を、サー
バから取得し、取得した複数の従属情報を、バッファを介して、ストレージに格納する。
これらの処理は、第１の実施形態と同様であり、詳細なシーケンスの図示は省略する。こ
のようにして、これら独立情報とその従属情報は、第１の実施形態で述べたバッファ格納
方法に従ってストレージに格納されていく。なお、独立情報から参照されるＵＲＬの把握
は、独立情報がストレージに書き込まれる前にバッファから読み出して行ってもよいし、
ストレージに書き込んだ後、ストレージから読み出して行ってもよいし、あるいはバッフ
ァに独立情報を書き込む前に行うことも考えられる。
【００８９】
　最終的に、独立情報と対応する従属情報が全てストレージに格納されると、バックエン
ドアプリはフロントエンドに完了を通知する（Ｓ２１２）。この際、最初に取得要求され
た情報（すなわち独立情報）を合わせて返す。その後、完了を通知と独立情報を返された
フロントエンドは、従属情報の取得要求を生成してバックエンドに送る（Ｓ２１３）。バ
ックエンドは、取得要求されたこれらの従属情報の読み出し要求をストレージに行い（Ｓ
２１４）、ストレージにおける連続した領域からこれらの従属情報を読み出し（Ｓ２１５
）、各従属情報を、フロントエンドに送り返す（Ｓ２１６）。ステップＳ２１３でフロン
トエンドが発行する従属情報取得要求は、ＨＴＭＬファイルを取得したウェブブラウザが
通常行う要求である。この従属情報取得要求をバックエンドが取得し、ストレージから対
応する情報（従属情報）を読み出して、フロントエンドに返す。
【００９０】
（第２の実施形態に適用する場合）
　第２の実施形態に対して本実施形態の機能を適用する場合、フロントエンドをメインプ
ロセッサ９０６で動作させて、バックエンドをモジュール９００におけるプロセッサ９０
１で動作させればよい。この場合のシーケンス図を図１１に示す。フロントエンドをメイ
ンプロセッサ９０６で動作させて、バックエンドをモジュール９００におけるプロセッサ
９０１で動作させること以外は、基本的に図１０と同様であるため、対応するシーケンス
には同一の参照符号を付して、図１１の説明は省略する。
【００９１】
＜第４の実施形態＞　
　これまでの実施形態では、応答に対し、必要に応じてバッファに予約領域を設定し、バ
ッファの管理情報には、予約済みサイズを含めた。本実施形態のバッファ管理方式では、
バッファに予約領域の設定を行わず、バッファの管理情報にも、予約済みサイズの項目を
設けない。本実施形態の機能は、第１～第３の実施形態のいずれにも適用可能であるが、
以下では第３の実施形態に適用する場合を示す。基本的な動作はこれまでの実施形態と同
様であるため、以下では差分を中心に説明する。図１２に、以下の説明で使用するバッフ
ァ管理情報の例を示す。予約済みサイズの項目は存在しない。
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【００９２】
　プロセッサ１０１は、最初の取得要求（独立情報の取得要求に相当）をサーバ装置２０
１に送信する。この際、プロセッサ１０１は、図１２のバッファ管理情報の左列に示すよ
うに、Ｏｆｆｓｅｔを０とするバッファ（バッファＢとする）の割り当てを行っておく（
この時点では使用済みサイズは０である）。プロセッサ１０１は、サーバ装置２０１から
応答を受信すると、応答に含まれるＣｏｎｔｅｎｔ－Ｌｅｎｇｔｈヘッダの値を取得する
ことで、当該応答で受信するデータのサイズｄ１を求める。なお、このサイズｄ１は、最
初の取得要求に応じて取得される独立情報を格納するために必要なストレージ領域のサイ
ズに相当する。プロセッサ１０１は、サイズｄ１を、バッファサイズ（バッファ長）Ｌで
割ったときの剰余ｒのサイズ分のデータを保存するためのバッファ（バッファＢ１とする
）を、図１２のバッファ管理情報の２番目の列に示すように、新規に割り当てる。この際
、バッファＢ１のオフセットは、サイズｄ１を、バッファサイズ（バッファ長）Ｌで割っ
たときの商をＮとすれば、Ｌ×Ｎとなる。例えば、サイズｄ１が、バッファサイズＬ×４
＋ｒであった場合、商は４であるため、オフセットは、Ｌ×４となる。
【００９３】
　最初の取得要求で取得したウェブページ（独立情報）に関連する従属情報を取得してバ
ッファへ書き込む際は、独立情報の次に取得する従属情報の場合は、先に新規に割り当て
たバッファＢ１の先頭からｒバイトシフトしたアドレスから書き込みを行う。従って、バ
ッファＢ１には、取得した独立情報の末尾が偶然バッファＢ１の末尾に一致する場合を除
き、最初に取得したウェブページの末尾と、ウェブページに続けて最初に取得要求を行っ
た従属情報の先頭がバッファＢ１内で連続することになる。これにより、ストレージ１０
３上における当該独立情報の次に取得する従属情報の書き込み位置は、最初に取得したウ
ェブページのデータ長Ｌ＊Ｎ＋ｒバイトに続く位置となる。
【００９４】
　これまでの実施形態と同様、パケットのデータをバッファに書き込んだ後、当該バッフ
ァの管理情報の使用済みサイズを更新する（なお、使用済みサイズの代わりに、バッファ
のサイズから使用済みサイズを減算した未使用サイズを用いてもよい。）。使用済みサイ
ズが閾値（バッファサイズ）に一致した場合、すなわち、未使用サイズが０になった場合
には、バッファのデータをストレージ１０３に書き出し、バッファを解放する。そして、
オフセットをバッファサイズＬだけ加算して、当該解放したバッファを新規バッファとす
る（図８（Ａ）参照）。
【００９５】
　プロセッサ１０１は、取得要求を送信した場合、もしくは応答を受信した場合、図１４
のフローチャートに示すように、当該取得要求に応じて受信するデータの書き込み位置を
包含するバッファが割り当て済みかを判断する（ステップＳ１５０１）。具体的に、バッ
ファＢの管理情報が示すオフセットをＯｆｆｓｅｔ（Ｂ）、バッファサイズをＬとすると
、Ｏｆｆｓｅｔ（Ｂ）以上、かつ、Ｏｆｆｓｅｔ（Ｂ）＋Ｌ以下の範囲に、当該書き込み
位置が含まれるバッファが存在するかを判断する。そのようなバッファが存在しない場合
は、当該応答に属するデータの書き込みの開始位置を計算する（ステップＳ１５０２）。
この場合、書き込み位置は、ストレージの保存領域先頭からの位置であり、例えば上述し
た独立情報の次に取得する従属情報の場合は、Ｌ＊Ｎ＋ｒバイトに続く位置である。より
一般的に、当該ストレージの保存領域先頭から当該書き込み位置までのサイズをバッファ
サイズＬで除算して商ＮＮｘと剰余ｒｘを求め（ステップＳ１５０３）、Ｌｘ×ＮＮｘを
バッファ管理情報のオフセットに設定したバッファを新規に割り当てる（ステップＳ１５
０４）（図１２の右列参照）。この後、受信された応答のデータを、当該バッファの先頭
から当該剰余ｒｘだけ進めた位置（すなわちストレージの保存領域先頭からの位置に対応
する、バッファ上の位置）からデ－タの書き込みを行う。このときのパケットのデータの
サイズがｄｘ－１だとすると、使用済みサイズは、図１２の右列に示すようにｄｘ－１と
なる。図１２では３列のみバッファ管理情報が示されているが、必要に応じて列が追加さ
れる。これまでの実施形態と異なり、バッファ管理情報は、応答ごとに管理される必要は
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ない。
【００９６】
　なお、ストレージに書き込むデータについて、図１３のようなストレージ管理情報で管
理してもよい。この例ではストレージ管理情報は、リスト形式を有するが、別の形式でも
構わない。情報（独立情報または従属情報）の識別子（ＵＲＬまたはＩＤ）、書き込み位
置（ストレージの保存領域先頭からの位置）、書き込みファイル名、データの長さ、デー
タの種類、関連情報の有無（自身から参照している情報（従属情報）が存在するか否か）
を含んでいる。図示の例では、独立情報の取得ＵＲＬは、http://example.com/index.htm
lであり、当該ＵＲＬから取得されたデータは、ファイル名「file1.dat」で管理されてい
る。また、独立情報から参照されているＵＲＬ（従属情報のＵＲＬ）はhtp://example.co
m/example.jpgであり、当該従属情報は、独立情報と同じファイル名「file1.dat」でファ
イルシステムにより管理されている。ストレージにおいては、それぞれの情報（独立情報
、従属情報）の前に、データのサイズを含む管理情報を格納し、当該管理情報に連続して
、情報（独立情報、従属情報）を格納してもよい。
【００９７】
　以上、本実施形態によれば、バッファにデータを書き込む際に、ストレージの保存領域
先頭からのデータの書き込み位置を計算し、バッファにおいて当該書き込み位置に対応す
る位置からデータを書き込むようにしたことにより、第１の実施形態における予約領域の
長さ等を考慮する必要はなくなり、処理の軽量化が期待できる。
【００９８】
　尚、各実施形態のデータ受信装置またはモジュールは、例えば、汎用のコンピュータ装
置を基本ハードウェアとして用いることでも実現することが可能である。すなわち、上記
のコンピュータ装置に搭載されたプロセッサにプログラムを実行させることにより実現す
ることができる。このとき、データ受信装置またはモジュールは、上記のプログラムをコ
ンピュータ装置にあらかじめインストールすることで実現してもよいし、ＣＤ－ＲＯＭな
どの記憶媒体に記憶して、あるいは通信網を介して上記のプログラムを配布して、このプ
ログラムをコンピュータ装置に配置することで実現出来る。また、上記のコンピュータ装
置に内蔵あるいは外付けされたメモリ、ハードディスク又はＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶ
Ｄ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－Ｒ等の記憶媒体などを利用することが出来る。
【００９９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【０１００】
１００：データ受信装置
１０１：プロセッサ
１０２：メモリ
１０３：ストレージ
１０４：通信ＩＦ
１０６：データ受信装置
２００：ネットワーク
２０１：サーバ装置
９００：モジュール
９０１：プロセッサ
９０２：メモリ
９０３：ストレージ
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９０４：通信ＩＦ
９０５：ホストインタフェース
９０６：メインプロセッサ

【図１】

【図２】

【図３】



(23) JP 2016-63421 A 2016.4.25

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図４Ｄ】

【図４Ｅ】

【図４Ｆ】

【図４Ｇ】



(24) JP 2016-63421 A 2016.4.25

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(25) JP 2016-63421 A 2016.4.25

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】



(26) JP 2016-63421 A 2016.4.25

【図１４】



(27) JP 2016-63421 A 2016.4.25

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5B089 GA21  HA04  KA05  KD01  KD07 
　　　　 　　  5K034 AA07  AA11  HH21  HH27  HH28 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

